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尿管ステントは有効か？
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URETERAL STENT： IS IT USEFUL ？
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  Double－J or double－pigtail uretera｝ stent was used in 7 cases， 6 cases for ureteral obstruc－

tion and 1 case for ureterocutaneous fistula in irradiated patients．

  In 5 cases ureteral stent failed to drain effectively， in 4 of these 5 cases due to stent

obstruction by necrotic tissue which led to percutaneous nephrostomy in 3 cases． ln i case

the ureteral stent drained well and in another case effectiveness of ureteral stent was equi－

vocal．

  We think that ureteral stent is neither safe nor effective for internal divertion except in

short term use postoperatively．
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緒 言

 最近，われわれは7例の尿管通過障害症例に対

し，double－J ureteral stentおよびdouble－pigtail

ureteral stentを使用した．この7話中6例にその有

用性にっき再検討を要すると思われる結果を得たので

報告する．

対象と方法

 対象は7例9腎．内訳は悪性疾患の後腹膜浸潤4例

6腎，尿管狭窄1例1腎，術後尿管皮膚ue 1例ユ腎，

腎孟尿管移行部狭窄術後1例1腎である．雲譲尿管移

行部狭窄術後の症例は腎腹よりantegradeに挿入，

他の症例は内視鏡下retr・gradeに挿入した．胃癌の

schnitzler転移1例に対しdouble－pigtail ureteral

stentを，他の症例に対してはdouble－J ureteral

stentを使用した．

結果および症例の提示

 各症例の概要はTable lに示した．

 症例1 子宮頸癌皿b期のため放射線治療を受

けた．両側水腎症をきたしたため当科へ紹介された

（Fig．1）．両側．腎孟へFr7 doublc－J ureteral stent

を挿入した．2週聞後左側stentの自然脱出のため

再挿入．且ヵ月後のIVPでは左腎は改善，右腎は不

変の状態であった（Fig．2）． stent挿入より2ヵ月半

後のIVPで左無機引回・右高度水腎症を認めたため

両側の経皮的腎腰術をおこなった（F三g．3）．

症例2 約2年前，子宮頸癌■b期にて子宮全摘

術・放射線療法を受けている。術後1ヵ月の時点で左

尿管膣屡のため左筆摘除術を他院で受けた．右水腎症

のため紹介された．Fr7 double－J uretcral stentを

挿入．stent挿入後の4ヵ月に3回， stcnt閉塞のた

め交換を要した。しかし徐々に腎機能が悪化してくる

ため経皮的腎弓術をおこなった．

症例3 腎後性無尿・頸部転移性腺癌にて当科へ紹介
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Table 1．症例

性 年齢 原 疾 患 Stent挿入理由 Stentの種類 予  後

        子宮頸癌皿b期
1．H．H女  55 放射線治療
        四季（＋）

        子宮頚癌恥期
2．S，Y女 61 全摘＋放射線
        再発（＋）

両側水腎症

左腎摘後
下水腎症

        卵巣癌3．K．H女59                腎後性無尿        頸部リンパ節転移

        胃 癌
4．K．H女38        Schnitzler転移

5。K．N女 43

6，K．T女38

子宮頸癌二期
全摘十放射線
再発（一）

子宮頸癌Ib期術後
放射線後
右尿管膣屡
左尿管結石

        左腎孟尿管移行部7．S．M男  g        狭窄術後

左水腎症

右水腎症

左尿管皮膚痩

Fr7 doubte－J×2 両側経皮的累痩術

Fr 7 doubie－J 右経皮的川竹術

Fr 7 double－J×2 両側経皮面一凄術

Fr 8 double・ptgtail 腎痩術予定

Fr 7 double－J

Fr 7 double－J

腎痩よりの尿流大量 Fr 6 double－」

抜去後不変

抜去後自然治癒

腎痩閉鎖

：施羅藷；鶴翼麟叢輪…∴紬蕪li盤：織熱、

Fig． 1．
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Case 1： IVP before insertion of ureteral

stents shows bilateral hydronephrosis．

された．両側腎孟にFr7 double－J ureteral stent

を挿入．1ヵ月後イレウスのため人口肛門造設術施

行．このとき卵巣原発腺癌の診断を得た．術後尿量は

保たれていたが，BUN値，クレアチニン値が上昇し

術後6日目に突然無尿となった．stent交換を試みる

も左側は再挿入不能，右側stentをガイドワイヤーに

て開存させstentよりの尿流出を得た．2日後無尿

にて同様の操作をおこなった．全身状態の改善を待

ち，stent挿入より1ヵ月半後に経皮的腎痩術を両側

におこなった．

Fig． 2． Case 1： IVP one month after insertion
    of ureteral stents shows improvement on

    left side and no change on right side．

 症例4 胃癌・ Schnitzler転移による左水腎症に

て紹介された．IVP上，左水腎症．右腎は正常であ

った（Fig．4）． Fr8 double．pigtail urcteral stent

を挿入．4週後のIVPにて左水腎症の増悪・右水

腎症を認めた（Fig．5）．経皮副腎痩術を予定してい

る．

 症例5 子宮頸癌ll b期にて子宮全摘術・放射線

療法を受けている．右水腎症のため紹介された．Fr7

double－J ureteral stentを挿入．1ヵ月のIVPで
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Fig． 3． Case 1： IVP 2 months and a half after

    ？nsertion of ureteral stents shows non－
    functioning on left side and severe

    hydronephrosis on right side．
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Fig． 4． Case 4： IVP before insertion of ureteral

    stent shows left hydronephrosis and

    normal pyelogram on right side．

を抜去され，以後，尿流の停滞はないという．

は不変であった．3ヵ月後stent交換を試みるも再挿

入不能。そのまま経過を観察することにした．stent

抜去後4ヵ月のIVPでは水腎症の程度は不変であっ

た．stent挿入の有効性は疑われた．

 症例6 子宮頸癌Ib期にて子宮全摘術・放射線療

法を受けた．術後膣より尿流出あり当科に紹介された．

IVP・RP上，右尿管膣凄・左尿管結石を認めた．

右尿管膀胱新吻合術・左尿管切石術をおこなったが，

術後左尿管皮膚壌を生じた．このためFr7 double－J

ureteral stcntを挿入し左尿管皮膚屡の閉鎖を期待し

た．stent挿入後， stentの再々の閉塞のため1ヵ月

間に2回の交換を要した．3回目の再挿入が不能とな

り再手術を予定したが，数日のうちに尿痩は自然閉鎖

した．

 症例7左腎孟尿管移行部狭窄のためd三smcmberd

pyeloplastyを施行した．術中に挿入した腎孟形成用

カテーテルを抜去したところ，尿の尿管・膀胱への流

量が少なく腎痩よりのdrainageが多かった．術後1

ヵ月にFr6 double－J ureteral stentをantegradeに

挿入した．腎痩は閉鎖し，4ヵ月後のIVPでは左水

腎症は術前より著明に改善している．他院にてstent

考 察

 材質・材型の改良によりself－contained urcteral

stentは体内長期留置が可能となったとされている．

このため悪性・良性疾患による腎後性腎不全・水腎

症の改善目的や手術後の尿流確保などに多用される

ようになってきた．使用されるstentもGibbons

ureteral stenti）， double－pigtail ureteral stent2），

double－J ureteral stent3）などがあり，挿入方法

もretrograde， antegrade，術中挿入がある． self・

containcd ureteral stentの利点は①集尿器が不用．

②挿入操作がretrogradeの場合比較的容易で患者の

負担が少ない．③異物としての反応が少なく，尿路感

染が少ないことなどがあげられ，今後その使用頻度

は増すものと予想される．本邦においてもureteral

stentの使用経験に関する論文が散見されるようにな

った4，5）．外国文献も含め大部分のものは，低率の合

併症と良好な成績を示し，ureteral stentの使用に対

し肯定的である．合併症に焦点をあてて報告している

のはGerber and Narayana6）のみである．一般に

悪い成績の発表は少ないが，われわれの経験からみる
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Fig． 5． Case 4： IVP 4 weeks after insertion of

    ureteral stent shows increased hydrone－
    phrosis on left side and moderate

    hydronephrosis on right side．

と実際にはその有効性は期待を裏切るものであり，合

併症も報告より多いものと思われる．

 合併症として膀胱刺激症状・上方および下方への

stentの移動・stcntの閉塞（incrustrationあるいは

圧迫による）・血尿・膿尿・尿路感染などがあげられ

る．このうちstentの有効性に関しもっとも重要なの

は少なくとも数ヵ月の期間，有効な尿流が確保される

ことである．（3～6ヵ月にstent交換をすすめる論

文7・8）が多い．）画像的には水腎症が不変あるいは改善

の期間が数ヵ月必要である．われわれの提示した7例

中5例は1～3ヵ月の間にdrainage不良となった．

また症例6はstentが尿管皮膚痩治癒のさまたげと

なっていたと想像される症例で，懇懇の治療に安易に

stentを使用すべきでないことを示していると思われ

る．Mardisら2）がin vitroのmodclでstent．

flOWの結果を述べているが，著者の調べえた範囲内

ではin vivoでのflow studyはなされていない．

urcteral stentのdrainage不良の原因は， stcnt自

体にその能力がない場合，あるいはincrustrationや

周囲よりの圧迫によるstentの閉塞などが考えられ

る．stent閉塞の頻度はSinghら7）は20％， Orikasa
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Fig． 6． Fr7 double－J ureteral stent removed

    from case 1． Stent is obstructed by

    necrotlc tlssue．

ら9）は17例中2例としている．われわれの経験では7

例中5例で，5例中4例にゼリー状壊死物質による

stentの閉塞を確認した（Fig．6）．

 臨床上問題となるのは，①stcntのdrainage不

良となる期間が患者個々に異なる．②drainage良否

の判定は，症状・腎機能検査値・KUBのみでは不可

能で頻回の造影検査を要する．③交換が不能となる

場合があり，とくに悪性腫瘍の膀胱内浸潤が進行した

症例では挿入自体が不可能となる．④全身状態の悪

い患者にとって載石位・ザクラール麻酔などを要する

stentの交換は負担になることなどであり，現時点で

はself－contained ureteral stentは種々の利点を持

ちながらも，術後短期間の使用を除いては安全：で確実

なinternal divcrsionとは言いがたいと思われる．
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